
 

 
 
 
 
 
 
 

“知っている” が “わかる”に変わる －中高接続が育む魅力的な情報教育－ 
元･宮城教育大学 現･広島工業大学 安藤 明伸 

学校技術科（以降「技術分野」）と高校情報科の効果的な接続は、生徒の学びの連続性と深化を
図る上で重要です。技術分野では体験や実習を中心に、コンピュータの基礎やプログラミング

の初歩に触れる機会があります。高校情報科ではこれを発展させ、科学的かつ体系的な理解へとつな
げていきます。 
学習では、既知と新規をつなぐことが認知負荷を軽減し、学習意欲を高める効果があります。中学

校で体験的に学んだコンピュータの構成、デジタル化、ネットワーク、セキュリティ、プログラミン
グなどは、高校学習の「足場」となります。これにより生徒は「全く新しいことを学ぶ」という負担
から解放され、「既に知っていることを深める」という姿勢で取り組めます。 
また、中学校での体験は高校での抽象的な概念の理解に役立ちます。例えば、ビジュアル言語での

プログラミング経験は、高校でのアルゴリズム理解の具体例として思い出され、理解を助けます。 
さらに、中高の接続を意識した指導は、情報教育の系統性と一貫性を確保し、断片的な知識から体

系的理解への転換を促します。これにより、情報活用能力、論理的思考力、問題解決力などの育成が
より効果的になります。 
このような視点に立った情報教育は、単なる知識の獲得にとどまらず、情報社会の課題を科学的に

捉え解決する力の育成にもつながります。今回の開隆堂の情報Ⅰの教科書では、こうした点に重点を
置き、中学校技術の教科書執筆者にもご協力いただきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知負荷の軽減 → 学習意欲の向上 → 深い理解と応用力の獲得 

中学校技術分野 

● 体験・実習中心の学習 

● 基礎的な操作スキルの習得 

● コンピュータの基本構成 

● 簡単なプログラミング 

● ネットワーク・セキュリティの基礎 
● 情報モラル 

高校情報科 

● 原理・概念の科学的理解 
● 論理的思考力の育成 
● アルゴリズムとデータ構造 
● 情報システムの設計・開発 
● 情報社会の課題と情報倫理 
● より体系的・発展的な学習 

学びの 

連続性 

 中学校までに学習した内容を把握しておくことで、情報Ⅰの限られた授業時間で充実した学習をすること

につながります。開隆堂は中学校技術分野の教科書を発行していて、両者の接続を考えて制作をしていま

す。今回は著者の先生３名に、接続の効果や接続を意識した指導について解説していただきました。 

高等学校情報科資料 

中  

中学校技術科から高校情報科への学びの連続性と深化 

 

開隆堂 Web サイト

にて情報Ⅰと中学

校技術分野（情報の

技術）の関連につい
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「各種資料」→「技術

分野との関連」 



中学校技術科での学びと連携した「情報 I」の入口と出口 
宮城教育大学 板垣 翔大 

報教科の学びにおいて、技術分野での学びは不可欠です。この教科書では、表紙をめくって最初
にあるのが「中学校のふり返り」です。また、本編の冒頭では「問題解決の流れ」に触れていま

す。技術分野でもプログラミングによる問題解決に取り組みます。そして、最後のユニットでは、そ
れまでの学びを組み合わせて連携させたシステムについて学び、「おわりに」ではそれまでの学びを
統合して、これからの情報社会を自ら創造していくことについて考えます。技術分野でも、３年生で
それまでの学びを組み合わせて「統合的な問題の解決」に取り組み、最後は「社会の発展と情報の技
術」について学びます。教科書を見比べてみると、技術分野の教科書との関連がよくわかります。 
中学校と高校とで新規の内容や高度化はもちろんありますが、学び方も含めて横串が刺せる部分

もたくさんあります。この教科書を使って中学校での学びを思い出して関連付けながら学ぶ生徒に
とっては「情報 I」の入口はスムーズで、出口についても中学校段階からの学びを生かしてイメージ
しやすくなるはずです。 
 

 
 
 
 
 
 
中学校での苦手意識を持ち込ませない学びやすさの工夫 

東北大学 太田 憲治 

術分野や情報を専門としない先生方でも無理なく授業が進められるように、既習事項を復習しな
がら、生徒が違和感なく高校の新たな学びへ発展できるよう構成を心がけました。教科書制作に

あたり、技術分野の教科書を丹念に読み込み、その体系を踏まえて、高校での学びがよりやさしく、
そして深く理解できるよう工夫しました。 
専門用語をむやみに並べるのではなく、情報に苦手意識をもつ生徒でも親しみやすいよう、豊富な

イラストや図解で目に見えない技術や仕組みを視覚的に示しました。さらに「やってみよう」では、
日常生活に根ざした題材を取り上げ、すぐに試せる学習活動を提案しています。 
また、この教科書では、情報通信を支える技術者や、大工として ICT を活用して働く人々へのイ

ンタビューも掲載しており、将来の進路や仕事への興味を引き出せるような構成になっています。生
徒にはパソコンやタブレット、スマートフォンの使い方だけでなく、それらを支える技術と情報リテ
ラシーを学び、社会とのつながりを意識してもらいたいと考えています。 
中高接続を意識した授業デザインを通じて、生徒が情報分野への学習に関心を持ち、将来を見据え

た学びへとつなげていけることを期待しています。 
 
 

最初に中学校の学習をふり返る 中学校（左）と高校（右）で連動した内容や紙面の構成 
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